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稲敷市成人式
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稲敷市成人式

市
に
な
っ
て
初
め
て
の
成
人
式

が
８
日
、
江
戸
崎
体
育
館
を
会

場
に
開
か
れ
ま
し
た
。今
年
の

市
の
成
人
者
は
６
８
３
人
で
式

典
に
は
５
２
９
人
が
晴
れ
着
姿

な
ど
で
出
席
。大
人
と
し
て
の

第
一
歩
に
気
持
ち
を
新
た
に
し

ま
し
た
。髙
城
市
長
は
祝
辞
で

「
夢
に
向
い
、
勇
気
を
持
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
く
だ
さ

い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

成
人
者
意
見
発
表

油
原
彩
弥
子
さ
ん

今
ま
で
守
っ

て
も
ら
っ
て

き
た
社
会
に

ど
ん
な
か
た

ち
で
貢
献
で
き
る
の
か
じ
っ
く

り
考
え
て
い
き
た
い
。自
分
が

何
に
興
味
を
示
し
、
何
に
心
を

動
か
さ
れ
る
の
か
、
20
年
間
生

き
て
き
た
自
分
を
見
つ
め
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
。

郡
司
享
行
さ
ん

成
人
し
た
こ

と
で
自
分
の

意
思
で
自
由

に
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
る
が
、
反
面
、
全
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て
の
事
に
対
し
て
責
任
が
伴
う

こ
と
を
実
感
。普
段
忘
れ
が
ち

な
感
謝
の
気
持
ち
を
な
く
す
事

な
く
、
素
直
に「
あ
り
が
と
う
」

と
言
え
る
大
人
に
な
り
た
い
。

松
田
真
由
美
さ
ん

私
の
周
り
に

い
る
多
く
の

人
達
に
感
謝

し
、
人
と
の

関
わ
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
。こ
れ
か
ら
出
会
う
人
達
か

ら
多
く
の
も
の
を
得
、
少
な
く

て
も
い
い
か
ら
人
に
何
か
を
与

え
ら
れ
る
心
豊
か
で
、
中
身
の

濃
い
大
人
に
な
り
た
い
。

成
人
者
謝
辞

平
野
瑞
歩
さ
ん

私
達
の
た
め

に
こ
の
よ
う

な
盛
大
な
式

典
を
催
し
て

い
た
だ
き
、
心
か
ら
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
は

社
会
人
と
し
て
困
難
を
乗
り
越

え
、
や
が
て
は
次
の
世
代
の
若

者
た
ち
に
と
っ
て
模
範
と
な
れ

る
よ
う
こ
れ
か
ら
日
々
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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国民健康保険医療費制度
高額医療費該当世帯には申請書を送付

お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
と
き

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
お
医

者
さ
ん
の
窓
口
に
保
険
証
を
提

示
す
る
と
、
国
民
健
康
保
険
で

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
際
、
年
齢
な
ど
に
よ
り
自

己
負
担
割
合
が
異
な
り
ま
す
。

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代

入
院
中
の
１
日
の
食
事
に
か
か

る
費
用
の
う
ち
、
下
記
の
標
準

負
担
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

残
り
を
国
保
が
負
担
し
ま
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
人

は「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

（
低
所
得
Ⅰ
、
Ⅱ
の
人
は
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
」）
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
担
当

窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
院
時
の
食
事
代
は
高

額
療
養
費
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

年齢別負担割合

一般 780円

市民税非課税世帯等
低所得Ⅱ注2

90日までの入院 650円

過去12カ月で
90日を超える入院 500円

低所得１注3 300円

入院時の食事代の標準負担額（1日あたり）

所得に応じて、自己負担割合などが決まりますので、忘れずに所得の申告をしましょう。
注１）一定以上所得者……70歳以上の国保被保険者および老人保健で医療を受ける人（国保被保険者に限る）のうち、

一人でも課税所得が145万円以上の人が同一世帯にいる人にあたります。ただし、70歳以上の国保被保険者
および老人保健で医療を受ける人（国保被保険者に限る）の収入の合計が２人以上の場合は621万円未満、１人
の場合は484万円未満であると申請した場合は、「一般」の区分と同様になり、１割負担になります。

注２）低所得Ⅱ……同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の人（低所得 I以外の人）にあたります。
注３）低所得Ⅰ……同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年

金の所得は控除額を65万円として計算）を差し引いたときに０円となる人にあたります。
■年収例：単身世帯の場合（年金収入のみ）＝65万円以下
※世帯内の異動や所得の変動があった場合は、年度途中でも自己負担割合などが変わる場合があります。

所得によって自己負担割合や
限度額などが異なります

3歳未満

2割
3歳以上

70歳未満

3割
70歳以上　1割

（一定以上所得者注1　2割）
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70
歳
以
上
の
人
の
場
合

（
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
人
は
除
く
）

70
歳
以
上
の
人
は
、外
来（
個
人

ご
と
）
の
限
度
額
を
適
用
後
に

入
院
を
含
む
自
己
負
担
額
を
適

用
し
ま
す
。入
院
の
場
合
は
、

窓
口
で
の
負
担
は
入
院
を
含
む

限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

外来（個人ごと）A 外来＋入院（世帯）B

一般 12,000円 40,200円

一定以上所得者 40,200円
72,300円※

＋
医療費が361,500円を超えた場合は、超えた分の1％を加算

低所得Ⅱ 8,000円 24,600円
低所得Ⅰ 8,000円 15,000円

【70歳以上】自己負担限度額（月額）

※
過
去
12
カ
月
以
内
に
B
の
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
高
額

医
療
費
の
支
給
が
４
回
以
上
あ

っ
た
場
合
、
４
回
目
以
降
は
４

万
２
０
０
円
で
す
。

自
己
負
担
額
の
計
算
の
し

か
た（
70
歳
以
上
の
人
の
場
合
）

①
月
の
１
日
か
ら
末
日
ま
で
、

つ
ま
り
暦
月
ご
と
の
受
診
に

つ
い
て
計
算
し
ま
す
。

医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
、
申
請
し
て
認

め
ら
れ
れ
ば
、
限
度
額
を
超
え

た
分
が
高
額
医
療
費
と
し
て
あ

と
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

70
歳
未
満
と
70
歳
以
上
の
人
で

は
自
己
負
担
限
度
額
が
異
な
り

ま
す
。

70
歳
未
満
の
人
の
場
合

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
同
じ
医

療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担

額
が
、
表
の
限
度
額
を
超
え
た

場
合
、
そ
の
越
え
た
分
が
あ
と

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

一般
72,300円

＋
医療費が241,000円を越えた場合は、
その越えた分の１％を加算

上位所得の
世帯

139,800円
＋

医療費が466,000円を越えた場合は、
その越えた分の１％を加算

市民税非課税世帯 35,400円

【70歳未満】３回目までの自己負担限度額（月額）

高額医療費などは
申請が必要です！

高額療養費該当世帯には申請書を送付します
　稲敷市国保係では、１ヵ月の自己負担額が限度額を超えた世帯（高

額医療費に該当した世帯）には、申請書等を送付しています。
　申請書が届いたら領収書等必要書類を添付して、下記窓口で申請
してください。ただし、申請書が送付されるのは、診療を受けた月の
約3カ月後です。これは、医療費計算のもとになるレセプト（診療明

細書）が、審査機関などを経て市に届くまで約3カ月かかるためです。
減額認定証の申請をしてください
　住民税非課税世帯の人は、申請をすれば「標準負担額減額認定証」

（低所得Ⅰ・Ⅱの人は「限度額適用・標準負担額減額認定証」）の交付が受け
られますので、下記窓口で申請してください。
　減額認定により自己負担限度額が下がり、かつ入院時の食事代も
減額されます。上記減額認定を受けた人で、入院日数が90日を超え
た時は「長期該当」となり、食事代がさらに減額されますので同じく
申請してください。入院した場合は、必ず医療機関の窓口に減額認
定証を提示してください。提示しないと減額は受けられません。

②
外
来
は
個
人
ご
と
に
ま
と
め

ま
す
が
、
入
院
を
含
む
自
己

負
担
限
度
額
は
世
帯
内
で
70

歳
以
上
の
人（
老
人
保
健
で
医

療
を
受
け
る
人
は
除
く
）
を
合

算
し
て
計
算
し
ま
す
。

③
病
院
、
診
療
所
、
歯
科
の
区

別
な
く
計
算
し
ま
す
。

④
入
院
時
の
食
事
代
や
保
険
が

き
か
な
い
差
額
ベ
ッ
ト
料
な

ど
は
、支
給
の
対
象
外
で
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
保
険
課
国
民
健
康
保

険
係
（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４

６
０
８
・
４
６
１
２
）

申請場所＝稲敷市役所各庁舎総合窓口課（桜川庁舎は保険課）
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税の情報
確定申告・相談はお早めに
●竜ケ崎税務署 個人課税部門
tel.0297-60-2029（直通）

●稲敷市税務課（桜川庁舎）
tel.029-892-2000（内線4504、4505）
HP　http://www.city.inashiki.lg.jp/

確
定
申
告
期
限
と
納
税

期
限
は
３
月
15
日
で
す

確
定
申
告
の
相
談
・
受
付
は
２

月
16
日
（
木
）
か
ら
３
月
15
日

（
水
）
ま
で
で
す
。稲
敷
市
役
所

で
の
相
談
・
受
付
の
日
程
な
ど

は
、お
知
ら
せ
版
１
月
号（
１
月

13
日
発
行
）
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。日
程
表

は
、
各
庁
舎
の
総
合
窓
口
課
に

も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
竜
ヶ
崎
税
務
署
と
稲
敷
市
役

所
で
は
土
・
日
・
祝
日
は
閉
庁

日
と
な
り
ま
す
が
、
２
月
19
日
、

26
日
の
日
曜
日
に
限
り
、
確
定

申
告
の
相
談
・
受
付
を
行
い
ま

す
。申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
書
を

提
出
さ
れ
る
方
は
、
ご
自
分
で

記
入
し
、
左
記
ま
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

〒
３
０
１
︲
８
６
０
１
龍
ヶ
崎

市
川
原
代
町
１
１
８
２
︲
５ 

竜
ケ
崎
税
務
署 

個
人
課
税
部

門
☎
０
２
９
７
︲
６
０
︲
２
０

２
９（
直
通
）

※
青
色
申
告
、
土
地
・
建
物
の

譲
渡
、
株
式
の
譲
渡
や
配
当
が

あ
る
方
で
、
確
定
申
告
を
さ
れ

る
場
合
は
竜
ヶ
崎
税
務
署
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告
を

忘
れ
ず
に

市
県
民
税
の
申
告
書
は
、
所
得

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
末
調
整
が
済
み
、
会
社
か

ら
給
与
支
払
い
報
告
書
が
市
役

所
へ
届
い
て
い
る
場
合
に
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

人
は
市
県
民
税
の
申
告
書
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
の
必
要
な
人

①
営
業
等
・
農
業
所
得
、
不
動

産
所
得
、
配
当
所
得
、
雑
所
得

（
年
金
な
ど
）が
あ
っ
た
人

②
給
与
所
得
者
で
次
の
該
当
者

▽
勤
務
先
か
ら
稲
敷
市
へ
『
給

与
支
払
報
告
書
』
の
提
出
が
さ

れ
て
い
な
い
人（
商
店
主
、
工
場

主
、
わ
か
ら
な
い
場
合
は
経
理
担

当
者
に
確
認
く
だ
さ
い
）
▽
日
雇

い
・
パ
ー
ト
等
に
よ
り
勤
務
先

が
一
定
し
て
い
な
い
人
や
、
中

途
退
職
し
そ
の
後
年
末
調
整
を

受
け
て
い
な
い
人
▽
給
与
の
ほ

か
に
給
与
以
外
の
所
得
の
あ
っ

た
人
、
ま
た
は
２
箇
所
以
上
か

ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
た
人

（
※
年
末
調
整
済
の
給
与
以
外
の
所
得

が
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
は
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
・
県
民
税
の
申

告
は
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）▽
医

療
費
控
除
、
雑
損
控
除
、
寄
付

金
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

③
公
的
年
金
等
の
所
得
の
み
の

人
で
、
社
会
保
険
料
・
生
命
保

険
料
・
損
害
保
険
料
・
配
偶
者

控
除
・
扶
養
控
除
・
医
療
費
控

除
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

④
所
得
の
な
い
人
で
、
次
に
該

当
す
る
場
合

▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
人
▽
医
療
福
祉
費
（
マ

ル
福
）
受
給
者
の
人
▽
非
課
税

証
明
書
ま
た
は
所
得
証
明
書
が

必
要
な
人

　
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
、
竜
ケ
崎
税
務
署

ま
た
は
稲
敷
市
税
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た

稲
敷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

臨時職員募集
稲敷市税務課では臨時職員を募
集します。
勤務内容：税務一般事務▽雇用
期間：4月3日〜平成19年3月
31日▽勤務時間：午前9時〜午
後3時（週２日から３日程度）▽賃
金：時給810円（交通費支給）▽
募集人員：1人▽勤務場所：桜
川庁舎（稲敷市須賀津208）

応募される方は税務課までご連
絡ください。
☎029-892-2000（内線4503）
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地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
、
道

路
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き

缶
・
空
き
び
ん
を
収
集
す
る
市

内
一
斉
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
清
掃
大
作
戦
は
、
霞
ヶ

浦
・
北
浦
流
域
の
市
町
村
で
構

成
さ
れ
る
霞
ヶ
浦
問
題
協
議
会

の
提
唱
に
よ
り
、
昭
和
49
年
か

ら
毎
年
２
回
開
催
さ
れ
て
い
て
、

３
月
に
は「
霞
ヶ
浦
清
掃
の
日
」

を
定
め
、
流
域
内
の
市
町
村
が

同
じ
日
に
一
斉
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。霞
ヶ
浦
お
よ
び
流
入

河
川
の
環
境
保
全
の
た
め
、
河

川
堤
防
等
に
捨
て
ら
れ
た
空
き

缶
、
空
き
び
ん
の
回
収
も
お
願

い
し
ま
す
。

実
施
日

３
月
５
日（
日
）

午
前
８
時
開
始（
少
雨
決
行
）

空
き
缶
等
の
収
集
場
所

下
表
の
と
お
り
収
集
場
所
を
指

定
し
ま
し
た
の
で
、
各
地
区
で

運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。

※
最
寄
り
の
指
定
収
集
場
所
に

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

３月５日、霞ヶ浦清掃大作戦
みんなで街をきれいにしよう！

搬
入
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
10
時

（
10
時
よ
り
回
収
作
業
を
行
い
ま
す
）

※
搬
入
時
間
以
外
に
搬
入
し
た

も
の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。搬

入
時
間
に
つ
い
て
は
、
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

指定収集場所
 江戸崎区

江戸崎庁舎
荒野生活改善センター
羽賀公民館
君賀コミュニティーセンター
沼里コミュニティーセンター
月出里公民館
佐倉公民館
鳩崎コミュニティーセンター
高田コミュニティーセンター
桑山公民館

 新利根地区
上郷公民館
根本共同利用施設
根本5区共同利用施設
角崎狸穴共同利用施設
曽根共同利用施設
新利根庁舎
南部共同利用施設
いこいのプラザ
太田下共同利用施設
堀川共同利用施設

 桜川地区
尾島公民館
浮島中央集落センター
戸前農村集落センター
三次親水公園
古渡コミュニティセンター
羽生公民館
大杉神社駐車場
神宮寺集落センター
山来会館
甘田公民館

 東地区
橋向田園都市センター
東庁舎
佐原組新田農業集落センター
八筋川田園都市センター
上須田農村集落センター
阿波崎農村集落センター
本新公民館
幸田集落センター
市崎集落センター
清水新田団地センター

ゴ
ミ
袋
を
配
付
し
ま
す

各
区
長
を
通
じ
て
、
可
燃
・
不

燃
（
金
属
類
・
ビ
ン
類
）
の
ゴ
ミ

袋
を
配
付
し
ま
す
。た
だ
し
、

家
庭
か
ら
の
不
燃
物
・
可
燃
物

は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

※
粗
大
ご
み
の
回
収
は
し
ま
せ

ん
の
で
、
収
集
場
所
に
持
ち
込

ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
各
地
区
の
公
民
館
、
集
落
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
お
借
り
い
た
し

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
☎
０
２

９
︲
８
９
４
︲
２
３
２
７
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市
で
は
、
学
校
か
ら
帰
宅
し
て

も
就
労
な
ど
で
保
護
者
等
が
い

な
い
家
庭
の
小
学
校
１
年
生
か

ら
３
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、

放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
の
学
校

休
業
日
に
生
活
す
る
場
所
と
し

て
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
18
年
度
の
入
所
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。

対
象
児
童

市
内
の
小
学
校
１
年
生
か
ら
３

年
生
の
児
童
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
児
童
で
す
。

①
ひ
と
り
親
の
家
庭
や
、
共
働

き
の
家
庭
な
ど
で
、
児
童
が

帰
宅
し
て
も
保
護
す
る
人
が

い
な
い
場
合
。

②
保
護
者
が
長
期
間
の
病
気
な

ど
で
保
護
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
。

③
右
記
以
外
で
、
特
別
に
保
護

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

開
設
日

①
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
＝
学
校

終
了
時
間
か
ら
午
後
６
時
ま

で
②
夏
休
み
・
冬
休
み
・
春
休
み

な
ど
の
学
校
休
業
日
と
土
曜

児童クラブ入所児募集
小学校１年生から３年生の児童

利
根
庁
舎
は
児
童
福
祉
課
）
で
行

い
ま
す
。

受
付
期
間

２
月
13
日（
月
）か
ら
21
日（
火
）

ま
で
を
受
付
期
間
と
し
ま
す
。

な
お
、
受
付
時
間
は
、
平
日
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

の
間
と
な
り
ま
す
。定
員
に
欠

員
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
期
間

終
了
後
に
お
い
て
も
児
童
の
家

庭
お
よ
び
保
護
者
の
事
情
に
よ

っ
て
は
、随
時
受
付
を
し
ま
す
。

　
申
込
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

●
稲
敷
市
福
祉
事
務
所
児
童
福

祉
課
☎
０
２
９
７
︲
８
７
︲
３

２
４
７（
直
通
）

日
＝
午
前
８
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で

※
土
曜
日
は
、市
内
１
箇
所（
稲

敷
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
で
開

設
し
て
い
ま
す
が
、
対
象
は
、

各
地
区
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所

し
て
い
て
、
な
お
か
つ
保
護
者

の
就
業
規
則
等
に
よ
る
休
日
が

土
曜
日
で
な
い
児
童
で
す
。

休
所
日

①
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

②
８
月
13
日
〜
８
月
15
日
ま
で

③
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月

４
日
ま
で
）

④
災
害
、
感
染
症
等
に
よ
る
学

校
の
臨
時
休
校
日

⑤
そ
の
他
休
所
を
必
要
と
す
る

日保
育
料

月
額
ひ
と
り
３
０
０
０
円
で
す
。

土
曜
日
も
入
所
す
る
場
合
は
、

月
額
４
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

別
途
保
険
料
、
毎
月
の
お
や
つ

代
な
ど
の
ク
ラ
ブ
費
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

申
込
手
続
き

申
込
書
類
の
配
布
お
よ
び
受
付

は
、各
庁
舎
の
総
合
窓
口
課（
新

児童クラブ名 開設場所
江戸崎地区児童クラブ 江戸崎小学校
沼里地区児童クラブ 沼里コミュニティセンター
高田地区児童クラブ 高田コミュニティセンター
柴崎地区児童クラブ 新利根中学校
根本地区児童クラブ 根本共同利用施設
桜川地区児童クラブ（仮称） 準備中（古渡小学校予定）

東地区児童クラブ（仮称） 準備中（あずま西小学校予定）

（土曜日児童クラブ） ふれあいセンター

※原則として入所児童が10人未満の場合は開設されません。
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市
内
の
補ふ

陀だ

落ら
く

山さ
ん

蓮れ
ん

華げ

院い
ん

神
宮

寺
（
神
宮
寺
）
に
伝
わ
る
「
木
造

聖し
ょ
う
か
ん
の
ん
ぼ
さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う

観
音
菩
薩
立
像
」
が
さ
る
11

月
25
日
、
市
内
の
文
化
財
と
し

て
は
合
併
後
第
１
号
と
な
る
県

の
有
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
こ
の
聖
観
音
菩
薩
像
は
、
桜

川
村
の
時
代
に
は
村
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

虫
食
い
や
破
損
な
ど
が
多
か
っ

た
た
め
、
こ
の
度
、
約
１
年
を

か
け
て
修
復
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
の
聖
観
音
菩
薩
像
は
像ぞ

う
高こ

う

約
１
５
３
cm
、
カ
ヤ
材
で
で
き

た
木
彫
り
の
像
で
、
今
か
ら
約

千
年
ほ
ど
前
の
12
世
紀
末
、
平

安
時
代
末
期
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

伏
目
が
ち
な
眼
と
肉
付
き
が
よ

い
顔
立
ち
か
ら
温
和
な
雰
囲
気

が
う
か
が
え
ま
す
。ま
た
、
両

肩
か
ら
は
天て

ん
衣ね

を
ま
と
い
、
衣え

文も
ん

の
彫
り
口
な
ど
に
定

じ
ょ
う

朝ち
ょ
う

様よ
う

（
定
朝
と
い
う
仏
師
が
始
め
た
仏
像

制
作
の
ス
タ
イ
ル
）
の
特
色
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

住
職
の
真ま

下し
も

俊し
ゅ
ん
し
ょ
う

昭
さ
ん
は

「
檀
家
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
を
頂
い
て
修
復
作
業

を
行
い
、
こ
の
度
、
県
の
文
化

財
指
定
を
頂
き
ま
し
た
。こ
の

聖
観
音
さ
ま
は
神
宮
寺
に
お
い

て
古
く
か
ら
多
く
の
信
仰
を
受

け
て
い
ま
す
。今
後
も
皆
さ
ん

と
共
に
大
切
に
お
守
り
し
て
い

き
た
い
。」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

７
︲
８
７
︲
５
３
０
６

県の有形文化財に
神宮寺の聖観音菩薩立像が指定
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選挙区 投票区 投票所
第１選挙区 江戸崎投票区 市役所江戸崎庁舎

（江戸崎地区） 君賀投票区 君賀コミセン
 沼里投票区 沼里コミセン
 鳩崎投票区 鳩崎コミセン
 高田投票区 高田コミセン
第２選挙区 根本投票区 根本共同利用施設

（新利根地区） 柴崎投票区 農村環境改善センター
 太田投票区 いこいのプラザ
第３選挙区 浮島投票区 浮島小学校

（桜川地区） 阿波投票区 阿波小学校
 古渡投票区 古渡小学校
第４選挙区 十余島投票区 押砂農村集落センター

（東地区） 本新島投票区 本新婦人ホーム
 伊崎投票区 伊佐部田園都市センター
 大須賀投票区 福田田園都市センター

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

２
月
12
日
が
投
票
日
で
す

防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー
・
た
す
き
を
作
成

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
声
を
反
映
さ
せ
て

選
挙
区
と
委
員
の
定
数

第
１
選
挙
区（
江
戸
崎
地
区
）＝
定
数
７

第
２
選
挙
区（
新
利
根
地
区
）＝
定
数
６

第
３
選
挙
区（
桜
川
地
区
）＝
定
数
５

第
４
選
挙
区（
東
地
区
）＝
定
数
７

期
日
前
投
票

２
月
６
日（
月
）か
ら
２
月
11
日

（
土
）ま
で
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。選
挙
区
に
よ
っ
て
投
票

で
き
る
庁
舎
が
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

第
１
選
挙
区
＝
江
戸
崎
庁
舎

第
２
選
挙
区
＝
新
利
根
庁
舎

第
３
選
挙
区
＝
桜
川
庁
舎

第
４
選
挙
区
＝
東
庁
舎

※
投
票
の
際
は
投
票
所
入
場
券

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
江
戸
崎
庁
舎
内
）
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２

２
０
８
）

稲
敷
市
で
は
、
児
童
生
徒
が
通

学
な
ど
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
事
件
事
故
等
の
抑
止
効

果
を
は
か
る
目
的
で
防
犯
ス
テ

ッ
カ
ー
と
た
す
き
を
作
成
し
ま

し
た
。こ
れ
は
稲
敷
市
総
合
計

画
策
定
に
あ
た
っ
て
、
市
民
の

声
を
反
映
す
る
た
め
に
公
募
に

よ
り
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
委
員

に
よ
る
、
市
へ
の
提
言
・
意
見

交
換
会
の
中
か
ら
提
案
の
あ
っ

た
も
の
を
取
入
れ
て
作
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
各
庁
舎
に
配
車
さ
れ
た
公
用

車
へ
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
装
着
し
て
運

行
す
る
と
と
も
に
、「
防
犯
た

す
き
」
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
配
布

し
、
地
域
の
防
犯
組
織
や
各
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
市
内
全
域
を
あ
げ

て
の
児
童･

生
徒
の
た
め
の
安

全
確
保
と
防
犯
意
識
高
揚
の
た

め
の
取
組
み
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

　
市
民
の
皆
様
ひ
と
り

ひ
と
り
が
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
「
目
」
と
な
っ

て
、
ご
協
力
を
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０

３
）
▽
稲
敷
市
学
校
教

育
課
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
６
０
０
）

稲
敷
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

が
２
月
５
日
告
示
、
２
月
12
日

（
日
）投
票
で
行
わ
れ
、
４
選
挙

区
で
25
人
の
農
業
委
員
が
選
出

さ
れ
ま
す
。

投
票
時
間

午
前
7
時
〜
午
後
6
時

投
票
所

投
票
は
市
内
15
箇
所
の
投
票
所

で
行
い
ま
す
（
下
表
参
照
）。投

票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
投
票
所
を
ご
確
認
の
う
え

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
投
票
所
入
場
券
は
投

票
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
選
挙

区
の
み
２
月
６
以
降
に
郵
送
し

ま
す
。無
投
票
と
な
っ
た
選
挙

区
に
つ
い
て
は
郵
送
し
ま
せ
ん
。

※
昨
年
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
、

衆
議
院
選
挙
等
と
は
投
票
所
が

異
な
っ
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま

す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
資
格

稲
敷
市
内
に
住
所
を
有
す
る
20

歳
以
上
の
農
業
を
営
む
方
で
、

稲
敷
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。
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topics

保
険
料
は
１
年
分
や
半
年
分
な

ど
を
ま
と
め
て
先
に
納
め
る

「
前
納
制
度
」
を
利
用
す
る
と
、

毎
月
納
め
る
よ
り
安
く
な
り
お

得
で
す
。現
金
納
付
で
も
口
座

振
替
で
も
前
納
が
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
は
み
な
さ
ん
の
都
合

に
合
わ
せ
て
、
次
の
３
つ
の
方

法
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
金
で
納
め
る

納
付
書
と
保
険
料
を
持
っ
て

取
扱
窓
口
ま
で
納
め
に
行
く

方
法
で
、
毎
月
納
付
か
前
納

納
付
か
を
選
び
ま
す
。

口
座
振
替
で
納
め
る

金
融
機
関
で
申
し
込
み
手
続

き
を
す
る
と
、
口
座
か
ら
自

動
的
に
保
険
料
が
引
き
落
と

さ
れ
、
納
め
忘
れ
が
な
く
な

り
ま
す
。し
か
し
、
口
座
振

替
は
申
し
込
み
か
ら
手
続
き

完
了
ま
で
に
１
〜
２
カ
月
か

か
り
ま
す
の
で
余
裕
を
持
っ

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
納
め
る

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

国
民
年
金
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

保
険
料
の
納
め
方
は
３
つ
あ
り
ま
す

て
納
め
ま
す
。納
付
に
際
し

て
は
金
融
機
関
と
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
契
約

が
必
要
で
す
の
で
、
ま
ず
ご

利
用
の
金
融
機
関
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
額
は
平
成
17
年
度
か

ら
毎
年
度
２
８
０
円
ず
つ
引
き

上
げ
ら
れ
、
平
成
29
年
度
以
降

は
月
額
１
万
６
９
０
０
円
で
固

定
さ
れ
ま
す
（
物
価
や
賃
金
の
伸

び
に
よ
り
変
更
の
可
能
性
あ
り
）。

皆
さ
ん
が
納
め
た
保
険
料
は
現

在
の
年
金
給
付
に
あ
て
ら
れ
ま

す
。も
と
も
と
年
金
の
給
付
総

額
の
３
分
の
１
は
国
が
負
担
し

て
い
ま
し
た
が
、
段
階
的
に
そ

の
割
合
を
引
き
上
げ
、
平
成
21

年
度
に
は
２
分
の
１
を
負
担
す

る
シ
ス
テ
ム
に
変
わ
り
ま
す
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
☎
０

２
９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集

稲
敷
Ｉ
Ｔ
推
進
会
は
、
市
の
支

援
受
け
、
市
内
全
域
へ
の
光
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
誘
致
活
動
や

講
習
会
を
行
っ
て
い
る
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　
誘
致
活
動
の
お
手
伝
い
を
し

て
頂
け
る
方
、講
習
会
・
設
定
・

修
理
等
の
活
動
の
お
手
伝
い
を

し
て
頂
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況
は
、

左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
ま

た
協
力
頂
け
る
方
や
詳
細
は
稲

敷
市
企
画
課
ま
で
。

●
稲
敷
市
企
画
課
情
報
政
策
係

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
２
６
０
４
・
２
６
０
５
）

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
18

年
度
の
給
食
セ
ン
タ
ー
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務

平
成
18
年
４
月
か
ら

週
５
日（
１
日
８
時
間
）

職
務

学
校
給
食
の
調
理
業
務

資
格

市
内
在
住
の
方
で
調
理
業
務
の

経
験
が
あ
る
方
。要
調
理
師
免

許
。

募
集
人
数

１
人

申
込
方
法

３
月
13
日（
月
）ま
で
に
、
必
要

書
類（
①
履
歴
書
、②
調
理
師
免
許

の
コ
ピ
ー
）
を
提
出
。面
接
は
追

っ
て
通
知
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
江
戸
崎

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

︲
８
９
４
︲
３
０
６
６
（
〒
３

０
０
︲
０
５
１
１
稲
敷
市
高
田
３

７
９
５
︲
３
）

お気軽にご相談ください　年金相談と徴収
日時：2月21日（火）　午前10時〜午後3時30分
場所：東庁舎　1階相談室
持参するもの：年金相談の方＝年金手帳・年金証書（受給者の

み）・保険証・印かん・職歴メモなど／年金納付の方＝土浦社
会保険事務所から送付された納付書・納付金額（はがき）など

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

○
年
金
請
求
な
ど
の
年
金

相
談
☎
０
５
７
０
︲
０
５

︲
１
１
６
５

○
年
金
を
受
け
て
い
る
方

の
年
金
相
談
☎
０
５
７
０

︲
０
７
︲
１
１
６
５

受
付
時
間
は
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

給
食
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

稲敷IT 推進会（代表：岡野）

ホームページ
http://www.inashiki-it.com/
E-mail（企画課）

kikaku03@city.inashiki.lg.jp
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informationくらしと情報

食
料
品

消
費
モ
ニ
タ
ー
募
集

関
東
農
政
局
で
は
、
食
品
の
規

格
、品
質
、表
示
価
格
動
向
な
ど

の
調
査
、
報
告
を
す
る
食
料
品

消
費
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
：
依
頼
日
か
ら
平
成
19
年

３
月
31
日
ま
で
▽
資
格
：
国
お

よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま

た
は
職
員
で
な
い
20
歳
以
上
の

方
／
他
の
食
生
活
関
係
モ
ニ
タ

ー
予
定
な
し
の
方
▽
応
募
方

法
：
往
復
は
が
き
ま
た
は
メ
ー

ル
で
必
要
事
項（
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・

電
話
番
号
・
簡
単
な
応
募
動
機
）を

記
入
し
申
し
込
む
▽
応
募
期

限
：
２
月
28
日（
火
）ま
で

●
茨
城
農
政
事
務
所
消
費
生
活

課
消
費
経
済
係（
〒
３
１
０
︲
０

０
６
１
水
戸
市
北
見
町
１
︲
９
）

☎
０
２
９
︲
２
２
１
︲
２
１
８

５m
onitor_shousei@

kanto.m
aff.go.jp

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

一
県
民
と
し
て
の
自
由
な
立
場

か
ら
、
県
政
に
対
し
て
率
直
な

ご
意
見
や
ご
提
言
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

任
期
：
２
年
間
▽
資
格
：
公
務

員
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
で

な
い
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方
／
他
の
モ
ニ
タ
ー
と
兼
務
に

な
ら
な
い
方
／
過
去
５
年
間
の

県
政
モ
ニ
タ
ー
未
経
験
者
▽
応

募
方
法
：
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

電
子
申
請
の
い
ず
れ
か

で
申
し
込
む
。（
応
募
用

紙
は
各
庁
舎
の
総
合
窓
口

課
に
設
置
、
茨
城
県
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）
▽
締

切
：
２
月
28
日（
火
）ま

で●
県
庁
広
報
広
聴
課
☎

０
２
９
︲
３
０
１
︲
２

１
２
３　

hphttp://
w

w
w

.pref.ibaraki.
jp/topics/boshu

子育てカレンダー
☎地域子育て支援センター（新利根つばさ保育園内tel.0297-87-3600）

日程 内容 会場 定員
2月2日（木） 給食試食会（離乳食完了児） つ 12組
2月7日（火） 赤ちゃん体操（0歳〜1歳） ふ 15組
2月9日（木） 段ボール遊び（1歳〜2歳半） ふ 15組
2月14日（火） 段ボール遊び（2歳半〜） ふ 15組
2月16日（木） 楽器で遊ぼう（1歳〜2歳半） ふ 15組
2月23日（木） 楽器を作ろう（2歳半〜） ふ 15組
2月28日（火） おひなさま製作（0歳〜2歳） ふ 15組

☎ふれあい広場（江戸崎第ニ保育所tel.029-892-4094）
日程 内容 会場 定員
2月3日（金） まめまき会 二 30組
2月14日（火） 小麦粉粘度遊び 二 30組

☎あそびの広場（桜川保育所tel.029-894-3703）
日程 内容 会場 定員
2月22日（水） パネルシアター 桜保 要予約

会場：ふ＝ふれあいセンター／つ＝つばさ保育園／ニ＝江戸崎
第ニ保育所／桜保＝桜川保育所

稲敷市地域交流スペース
会場：特別養護老人ホーム水郷荘３階
問：tel.0299-79-2319
教室名 日時
陶芸教室（予約制） 火・木曜＝午後1時〜
 日曜＝午前9時〜
料理教室 2月27日（月）午前10時〜
リハビリ体操教室 2月27日（月）午後１時〜
太極拳教室 2月8日（水）午後1時30分〜
生花教室 2月16日（木）午後１時30分〜
手話愛好会 2月17日（金）午後７時〜
カラオケ教室 火・土曜午後１時30分〜
絵手紙教室 2月22日（水）午後1時30分〜
梅さんの落語会 2月9日（水）午前10時30分〜
囲碁教室 月曜午後１時〜

発生件数：29（345）
　負傷者：33（425）
　　死者：1（14）
※12月1日〜31日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：49,570人（-40）
　　男：24,500人（-23）
　　女：25,070人（-17）
世帯数：15,050（-1）
※1月1日現在。かっこは前月比

相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か
？

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
」
で
す
。相
続
登

記
の
手
続
き
を
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
済
ま
せ
ら
れ
る
よ
う

に
、
相
続
登
記
に
関
す
る
無
料

相
談
を
各
司
法
書
士
事
務
所
で

受
け
付
け
ま
す
。詳
し
く
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
茨
城
司
法
書
士
会
☎
０
２
９

︲
２
２
５
︲
０
１
１
１
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■休日診療当番医
2月5日（日） 坂本医院：坂本隆二（江戸崎）tel.029-892-2232
 美浦中央病院（美浦）tel.029-885-3551
 はたの内科松葉クリニック（龍ケ崎）tel.0297-65-7282
 竜ケ崎医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0550
2月11日（土） 鈴木クリニック（江戸崎）tel.029-892-3640
 小林医院（阿見）tel.029-889-1134
 山村医院（龍ケ崎）tel.0297-66-0555
 秋本脳神経外科（龍ケ崎）tel.0297-64-3311
2月12日（日） ゆはらクリニック（桜川）tel.029-894-2002
 阿見第一クリニック（阿見）tel.029-887-3511
 八代内科医院（龍ケ崎）tel.0297-64-1710
 菊地整形外科（龍ケ崎）tel.0297-64-6111
2月19日（日） 古橋医院（東）tel.0299-78-3770
 尾﨏眼科医院（阿見）tel.029-843-7272
 山本医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3348
 斎藤クリニック（龍ケ崎）tel.0297-64-3527
2月26日（日） 和田医院（桜川）tel.029-894-2412
 かない皮フ科（阿見）tel.029-888-8188
 三石内科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-2234
 みやおか外科整形外科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-3761
3月5日（日） 矢野整形外科医院（江戸崎）tel.029-892-2127
 しのつか医院（阿見）tel.029-888-2450
 横田医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0047
 飯野クリニック（龍ケ崎）tel.0297-60-2323
診療時間：午前9時から午後4時まで／都合により変更にな
る場合がありますので、確認してからお出かけください
■いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

■犬猫引取
手数料：2,000円（一匹）　▽江戸崎庁舎第2駐車場奥=2月9
日（木）、23日（木）午後1時30分〜50分　▽桜川保健センタ
ー前駐車場＝2月2日（木）、16日（木）午前10時40分〜11時
●稲敷市生活環境課tel.029-894-2327（直通）

■法律相談
申込：予約制。電話で申込む。2月13日（月）午前8時30分
から受付。定員各会場6名。
法律問題の相談に弁護士がお答えします。
江戸崎庁舎＝2月21日（火）／東庁舎＝2月22（水）時間：
午後1時〜
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2208）

■心配ごと相談
申込：予約制。各会場へ／無料／時間：午後１時30分〜４時
▽江戸崎福祉センター tel.029-892-5711＝2月9日（木）

▽ふれあいセンター tel.0297-87-6888＝2月23日（木）

▽桜川庁舎tel.029-892-2000（内線4801）＝2月2日（木）

▽東公民館tel.0299-80-5070＝2月16日（木）

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
■行政相談
行政に関する相談を受け付けます。直接ご来場ください。
時間：午後１時30分〜４時
▽江戸崎公民館＝2月9日（木）　▽ふれあいセンター＝2月
2日（木）、16日（木）、23日（木）　▽桜川分庁舎小会議室＝2
月2日（木）　▽東公民館＝2月16日（木）

■人権相談
人権に関する相談に、人権擁護委員などがお答えします。
日時：2月10日（金）午前10時〜午後3時まで／場所：桜川
公民館
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

■家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日程：2月10日（金）、28日（火）午前10時〜午後4時／場所：
江戸崎公民館ほか／申込：要予約
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

■子育てサロン
就学前のお子さんとその親を対象に開催します。
日程：2月10日（金）、28日（火）午後1時30分〜3時30分
／場所：江戸崎体育館
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

■2月の納税（納期限：2月28日（火））
固定資産税：4期、介護保険料：6期、国民健康保険税：6期

informationくらしと情報

■交通事故相談
日時：2月15日（水）午前10時から午後3時まで／会場：茨
城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
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1
小
野
川
に
流
氷
!?

水
戸
地
方
気
象
台
に
よ
る
と
12
月
は
気

象
台
１
０
９
年
の
観
測
史
上
３
番
目
に

寒
い
月
だ
っ
た
そ
う
で
す
。そ
の
寒
さ

の
た
め
小
野
川
も
結
氷
し
、
河
口
付
近

の
古
渡
地
先
で
は
大
晦
日
の
早
朝
に
流

氷
の
よ
う
な
珍
し
い
光
景
が
見
ら
れ
ま

し
た
。写
真
を
提
供
し
て
く
れ
た
鴻
野

さ
ん
（
堀
之
内
）
に
よ
る
と
「
前
夜
か
ら

張
り
つ
め
た
氷
が
夜
中
の
強
風
で
割
ら

れ
、
押
し
寄
せ
ら
れ
て
凍
結
し
た
ら
し

い
。温
暖
な
こ
の
地
方
で
見
ら
れ
る
の

は
珍
し
い
と
思
う
。」
と
感
想
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

2
市
内
に
初
の
シ
ネ
コ
ン

西
代
地
区
の
複
合
映
画
館
「
シ
ネ
マ
ッ

ク
ス
パ
ル
ナ
稲
敷
」
が
完
成
し
、
12
月

５
日
に
完
成
披
露
の
式
典
が
催
さ
れ
ま

し
た
。市
か
ら
も
市
長
や
市
議
会
議
長

な
ど
が
招
待
さ
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。オ
ー
プ
ン
の
10

日
に
は
、
映
画
を
見
に
き
た
多
く
の
人

で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

3
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
PR

12
月
７
日
JA
稲
敷
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会

が
、
年
間
販
売
額
１
億
１
千
万
円
に
達

し
た
の
を
機
会
に
、
橋
本
県
知
事
を
訪

問
し
て
稲
敷
市
産
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
PR

を
行
い
ま
し
た
。生
産
額
や
国
内
に
お

1「凍る小野川」写真提供：鴻野伸夫氏
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け
る
シ
ェ
ア
な
ど
を
説
明
し
、
県
銘
柄

産
地
指
定
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。

4
精
神
障
害
者
支
援
の
講
演
会

12
月
11
日
江
戸
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
精
神
障
害
者
支
援
の
為
の
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体「
希
望
の
会
」が
、精
神

医
療
サ
バ
イ
バ
ー
（
生
還
者
）
の
広
田

和
子
氏
を
講
師
に
迎
え
て
開
催
し
た
も

の
で
す
。精
神
障
害
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
を
築
く
に
は
、
地
域
の

人
々
の
理
解
が
必
要
で
す
。

5
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
出
陣
式

12
月
16
日
江
戸
崎
庁
舎
前
駐
車
場
で
、

歳
末
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
出
陣
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

市
防
犯
連
絡
員
協
議
会
が
稲
敷
警
察
署

の
協
力
に
よ
り
行
っ
た
も
の
で
、
出
陣

式
終
了
後
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
５
台

で
の
巡
回
に
出
発
し
ま
し
た
。

6
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

こ
の
度
、
聖
苑
香
澄
売
店
組
合
と
市
商

工
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
よ
り
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。市
商
工
会
理
事
の
諸
岡
秀

樹
氏
よ
り
市
長
へ
10
万
円（
組
合
）と
５

万
円
（
ゴ
ル
フ
大
会
）
を
市
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で・き・ご・と
12-1月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

23
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6

5
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秘
伝
の
味
、作
り
方
は
…

教
え
ら
れ
な
い
な
ぁ
（
笑
）

今
回
お
じ
ゃ
ま
し
た
の
は
江
戸
崎

地
区
に
あ
る
『
不
動
だ
ん
ご
よ
こ

た
』
さ
ん
。戦
後
す
ぐ
に
開
店
し

た
と
い
う
こ
ち
ら
の
お
店
で
は
、

機
械
を
使
わ
ず
全
て
手
作
り
。も

ち
ろ
ん
く
ず
や
あ
ん
こ
も
手
作
り

で
す
。残
念
な
が
ら
レ
シ
ピ
は
教

え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。秘

密
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
お
だ
ん
ご
を
作
っ
て
い
る
時
だ

っ
た
の
で
、
私
た
ち
も
手
伝
わ
せ

て
も
ら
う
こ
と
に
。教
わ
り
な
が

ら
や
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
な
り
に

で
き
る
の
で
す
が
…
。う
〜
ん
、

や
っ
ぱ
り
お
店
の
人
の
よ
う
に
う

ま
く
い
か
な
い
で
す
ね
。

レポーター大募集！
稲敷市のうまいもんを、素敵な笑顔で紹介してくれるレポーターを
募集しています。「レポーター希望」と明記し、下記宛先まで応募く
ださい。（食べ物の好き嫌い、取材の日程などは調整いたします。）

今日は手作りのおだんご屋さんだとか。
娘もおだんごが好きで、よく『みたらし
のタレ』だけなめてるんですよ（笑）。ち
なみに、今日が広報紙デビューです。

今月のレポーター
宮本富美代さん・愛弓ちゃん（浮島）

わが故
ま ち

郷の味、発見の旅へ…no.7

いなしきうまいもん

大盤振舞い！
Present
15名

稲
敷
市
江
戸
崎
甲
３
２
７
７-

１

稲
敷
市
役
所
秘
書
広
聴
課

広
報
稲
敷

「
う
ま
い
も
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
」
係

300-059550

☎029-892-2824
稲敷市江戸崎2737
OPEN　午前9時30分〜午後6時
不定休

江戸崎幼稚園江戸崎幼稚園

ＪＡ稲敷ＪＡ稲敷

大正橋大正橋

不動だんご
　　よこた
不動だんご
　　よこた

ショッピン
グセンター
パンプ 

不動だんごよこた

みたらしとこしあんの２種類のおだんごのほかに、太巻
き、のり巻き、おいなりさんなどのお寿司もあります

『
不
動
だ
ん
ご
』
の
名
前
で

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

で
き
た
て
の
お
だ
ん
ご
、

い
た
だ
き
ま
ぁ
す

娘
と
一
緒
に
お
だ
ん
ご
を
食
べ
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。つ
き
た
て
、

焼
き
た
て
の
お
だ
ん
ご
な
ん
て
め

っ
た
に
食
べ
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

と
て
も
や
わ
ら
か
い
し
、
こ
し
あ

ん
も
な
め
ら
か
で
す
。や
っ
ぱ
り

手
作
り
の
方
が
お
い
し
い
。本
当

に
味
が
全
然
違
う
ん
で
す
よ
。

　
す
べ
て
手
作
り
の
お
だ
ん
ご
を

食
べ
て
み
た
い
と
い
う
方
、
一
度

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？

大
き
く
な
っ
た
ら
、

お
だ
ん
ご
屋
さ
ん
に

な
れ
る
か
な
ぁ
？

今回、不動だんごよこたさんから「お
だんご」を提供していただきました。
広報稲敷の読者の方 15 名様にプレ
ゼントいたします。はがきでご応募
ください。お一人様一通とさせてい
ただきます。締切 2 月20日消印有
効。当選者の発表は引換券の発送
をもってかえさせていただきます。

○郵便番号
○住所
○氏名
○年齢
○電話番号
○わたしのオススメ！
　うまいもん
○広報稲敷の感想 やわらかくって

おいしいよ！
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スポーツ

桜川地区ロードレース

12月4日、桜川地区ロードレースが桜
川運動公園とその周辺を会場に行われ
ました。大会へは同地区内に住む小学
校から一般までの約250名が参加。参
加者は観客の声援を受けながら精一杯
走りました。
大会結果（優勝者のみ）

▽小学１年：男子＝小貫雅敏（浮島小）、
女子＝水飼彩夏（阿波小）▽小学2年：
男子＝石井潤（阿波小）、女子＝櫻井沙
耶香（浮島小）▽小学3年：男子＝住谷
渚月（阿波小）、女子＝大鳥居麻衣（浮島

小）▽小学4年：男子＝根本翔太（浮島

小）、女子＝根本彩花（阿波小）▽小学5
年：男子＝髙須聖太（浮島小）、女子＝黒
田葵（浮島小）▽小学6年：男子＝諸岡
良（阿波小）、女子＝糸賀愛彩（古渡小）

▽中学1年：男子＝郡司哲宏（桜川中）、
女子＝坂本悦代（桜川中）▽中学2年：
男子＝埜口純一（桜川中）、女子＝黒田
礼穂（桜川中）▽一般（3km）：男子＝工
藤和彦、女子＝古谷真由美、▽一般

（5km）：男子＝船串芳夫

スポ小空手大会

第1回稲敷市空手道スポーツ少年団大
会が、12月4日江戸崎体育館で行わ
れました。大会に参加したのは、市内
で空手を行うスポーツ少年団6団体に
参加している300人。型の部では、子
ども達が威勢のいいかけ声とともにビ
シッと決まった美しい形を披露してい
ました。
大会結果（優勝者のみ）

▽形の部：1年生＝庄司圭太、2年生

＝谷原田龍一、3年生＝仲山徹、4年
生＝大塚智昭、5年生＝山口晋太郎、
6年生＝石井稜介、中学生＝仲山優圭
▽組手の部：5年生＝石山慎太郎、6
年生＝萩原駿斗、中学生＝片野宏紀

スポーツ教室参加者募集

ピラティス教室
簡単なエアロビで身体を暖めた後に、
身体のバランスや柔軟性を向上させて
いくトレーニングを行います。
日程：2月23日〜3月23日の毎週木
曜日全5回、午後7時30分〜9時／場
所：江戸崎体育館サブアリーナ／参加
費：1,500円／申込：江戸崎体育館へ
電話で申込む。／定員35名

21

●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）
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3月13日（月） 午後1時30分〜2時 三種混合 桜川保健センター
3月17日（金） 午後1時10分〜40分 BCG 江戸崎保健センター
3月20日（月） 午後1時10分〜40分 三種混合 江戸崎保健センター
3月22日（水） 午後1時30分〜2時 三種混合 桜川保健センター

乳幼児健診・育児教室
申込：対象者には通知しますので、申込みは不要です。
※3月16日（木）に江戸崎保健センターで予定していた3歳児健診は、2月24日（金）にふれあいセンターで行います。
3月3日（金） 午前9時30分〜45分 3〜4か月児健診 ふれあいセンター
3月3日（金） 午後1時15分〜30分 6〜7か月児育児教室 ふれあいセンター
3月10日（金） 午後1時15分〜45分 1歳6か月児健診 桜川保健センター
3月14日（火） 午後1時15分〜30分 2歳児歯科健診 江戸崎保健センター
3月17日（金） 午前9時〜30分 1歳6か月児健診 ふれあいセンター

子育て教室「キッズクラブ」
親子で遊ぶ教室です。申込：会場またはふれあいセンターまで。
3月16日（木） 午前10時〜11時 キッズクラブ 桜川保健センター
3月22日（水） 午前10時〜11時30分 キッズクラブ 東保健センター

相談
内容：健康についてお気軽にご相談ください
3月8日（水） 午前10時〜11時 住民健康相談 桜川保健センター 直接来所
3月17日（金） 午前10時〜11時30分 歯の健康相談 東保健センター 要予約

リハビリ
内容：体を動かして元気と健康を！簡単な体操を行います。／申込：予約制です。ふれあいセンターまで。
3月1日（水） 午後1時30分〜3時30分 リハビリ体操 ふれあいセンター
3月8日（水） 午後1時30分〜3時30分 リハビリ体操 ふれあいセンター
3月15日（水） 午後1時30分〜3時30分 リハビリ体操 ふれあいセンター
3月22日（水） 午後1時30分〜3時30分 リハビリ体操 ふれあいセンター
3月29日（水） 午後1時30分〜3時30分 リハビリ体操 ふれあいセンター

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制です。会場へお申込みください。
3月6日（月） 午後1時30分〜3時30分 こころの健康相談 桜川保健センター
3月30日（木） 午後1時30分〜3時30分 こころの健康相談 ふれあいセンター
3月30日（木） 午前10時〜11時30分 こころのリハビリ ふれあいセンター

献血
血液が不足しています。ご協力をお願いします。
3月24日（金） 午前9時30分〜11時30分 稲敷市役所東庁舎
3月24日（金） 午後1時〜3時30分 アピタ佐原東店
3月27日（月） 午前10時〜午後3時30分 江戸崎ショッピングセンターパンプ



21　広報稲敷 平成18年2月号

 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

健康づくり事業「運動教室」
随時、参加者を募集しています。／申込：ふれあいセンターへ
3月1日（水） 午後2時〜 いきいき体操教室
3月6日（月） 午後2時〜 さわやか体操！いこいのプラザ
3月8日（水） 午前10時〜 リフレッシュ体操＆体力づくり
3月15日（水） 午前10時〜 リフレッシュ体操＆体力づくり
3月20日（月） 午前10時〜 さわやか体操！根本共同利用施設
3月24日（金） 午後2時〜 いきいき体操教室

乳幼児予防接種
申込：予約制です。会場へお申込みください。3月実施分は2月20日（月）から受付け
3月6日（月） 午後1時30分〜2時 三種混合 東保健センター
3月7日（火） 午後1時10分〜40分 三種混合 江戸崎保健センター
3月9日（木） 午後1時10分〜40分 麻しん 江戸崎保健センター

鳥インフルエンザについて

昨年より、県内におい
て鳥インフルエンザが
発生しています。正し
い知識を持って不安を
解消しましょう。

①鶏肉・卵の安全性について
鳥インフルエンザの鶏肉・鶏卵を食べ
ることにより人に感染した例はありま
せん。
・鶏卵を生で食べることが健康を損ね
るとの報告はありません。不安な方は
加熱してください。
・鶏肉は十分加熱してから食べてくだ
さい。

②人への感染について
この病気にかかった鶏と接触して、羽
や粉末状になったフンを吸いこむな
ど、人の体内に大量のウイルスが入っ
てしまった場合に、ごくまれに感染す
ることが知られています。日本では、
この病気にかかった鶏は徹底的に処分
されており、通常の生活では感染する
可能性は低いと考えられます。
③鳥が死んでいるのを見つけた場合

（1）鳥を飼っている方の注意点
清潔な状態で飼育し、ウイルスを運ん
でくる可能性のある野鳥を近づけない
ようにしましょう。また、鳥の排泄物
にふれた場合は手洗いとうがいを。

（2）鳥が死んでしまった場合
鳥が死んだからといって鳥インフルエ
ンザを疑う必要はありません。鳥イン
フルエンザにかかった場合は、次々に
死んでいきます。原因がわからなくて、
鳥が連続で死んでしまった場合は、近
くの獣医師・保健所に相談しましょう。
　また、野鳥は様々な細菌や寄生虫を
持っています。死亡した鳥に触らない
ようにしてください。特に子供たちに
は触らないよう注意しましょう。
●茨城県専用相談窓口（平日午前8時

30分〜午後5時）tel.029-301-4000、 
4001
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 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、fax0299-79-3113
 　図書館蔵書検索：HP　opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

2月の開館（室）日

 日 月 火 水 木 金 土
    1 2 3 4
 5 6 7 8 9 10 11
 12 13 14 15 16 17 18
 19 20 21 22 23 24 25
 26 27 28
■市立図書館休館日：■
■江戸崎図書室：毎週月曜日、2
月11日、28日休室
■新利根図書室：毎週月曜日、2
月11日休室
■桜川図書室：毎週月曜日、2月
11日休室
●開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

市立図書館
新着図書

「蝶」皆川博子、「愛
がいない部屋」石田
衣良、「クワイエッ
トルームにようこ
そ」松尾スズキ、「ち
いさな命がくれた勇
気」キャシーケイサ
ー、「冷や汗の向こ
う側」三谷幸喜

かけしますがご協力をお願いします。
日程：2月1日（水）〜3月31日（金）

各公民館図書室から

本返却のお願い
市立図書館と江戸崎、新利根、桜川の
各公民館図書室をオンラインで結び、
相互に貸し出しや返却ができるシステ
ムを導入のするため蔵書整理を行って
います。本の返却の遅れている方はお
早めにお返しください。

新着図書
「Tsunami」高嶋哲夫、「月への梯子」樋
口有介、「うしろ姿」志水辰夫、「砂漠」
伊坂幸太郎、「あらしのよるに」きむら
ゆういち

江戸崎図書室

新着図書
「ヤンキー、弁護士になる」金崎浩之、
「野村ノート」野村克也、「魂萌え！」桐
野夏生、「東京タワー」リリー・フラン
キー、「信長の棺」加藤廣、「ラッシュラ
イフ」伊坂幸太郎、「僕の妻はエイリア
ン」泉流星　ほか

新利根図書室

蔵書整理中です
2、3月は、蔵書整理のため、本の貸し
出しを県立図書館と市立図書館の本の
みとさせていただきます。ご不便をお

市立図書館

子ども映画会
題名：「天の国の白い像」／日時：2月
18日（土）、19日（日）午後2時〜（上映

時間30分）／申込：当日、図書館カウ
ンターへ申し込む。定員70名
おりがみ教室
やっこさんを一緒に折ってみません
か。日時：2月12日（日）午後2時〜／
申込：当日、図書館カウンターへ申し
込む。
おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれたり、手品などを行います。
日時：２月26日（日）午後2時〜
2月の展示「バレンタインデーは、手
作りチョコに挑戦」
チョコやチョコレートケーキの作り方
などの本を展示します。初めての方で
も失敗しない、やさしいケーキ作りの
本もあります。ぜひお役立てください。
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ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。
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編集後記　▽１月10日朝の通勤、いつもの時間に西代を出発。昨夜の雨で路面が濡れていたが、
阿波まで来ると辺りに白いものが…？雪!! 神宮寺から高田にかけての銀世界に広い稲敷市を改め
て実感。（坂本）　▽今月のうまいもんの取材で、レポーターの愛弓ちゃんを撮影をしながら頭に思
い浮かんだ言葉、それはフォトジェニック！（柔ちゃん似の娘がいる、G4出）　▽イメチェンを図る
べく髪型を変えてみた。『イチロー』の様になるはずが、鏡の前にいるのは…『猫ひろし』!?（池）

　この他、境内には県指定の文化財と
して、仁王門、書院・庫

く
裡
り

、彫刻の木造
金剛力士立像、工芸品の五

ご
鈷
こ

鈴
れい

と五
ご

鈷
こ

杵
しょ

、経文の妙
みょう

法
ほう

蓮
れん

華
げ

経
きょう

など沢山の文化
財があります。

新利根地区小野に建つ「逢善寺」は小
野の観音様として古くから親しまれて
おり、茨城景観百選の一つにも数えら
れ県の有形文化財にも指定されている
江戸後期の代表的仏閣建築です。
　逢善寺の歴史をひもとくと、今から
千年以上むかしの平安時代の天長3年

（828）、逢善道人が千手観音を本尊と
して寺院を創立。淳

じゅん
和
な

天皇の勅願寺と
して発展しました。正徳3年（1713）に
は天台宗の関東八檀林の一つに定めら

れ、僧侶養成のための学問所として栄
えました。
　その間、逢善寺は2度の火災に遭い、
現在の本堂は天保13年（1842）に再建
されたもの。昭和56年から7年かけ
ての修復工事が行われ、銅板葺きの重
厚なつくりに当時の繁栄ぶりを感じら
れます。また、本堂の天井には寺内出
身の日本画家、松本楓湖による天女が
華麗に舞う絵「飛天の図」を見ること
が出来ます。

ぶら〜り・稲敷　no.8　逢善寺の巻
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